
こたえ

いぬがほえた。ねこがにげた。

あめがふった。かさをさした。

あさおきた。かおをあらった。

ほんをよんだ。おもしろかった。

こうえんにいった。すなばであそんだ。

はながさいた。きれいだった。

ヒント: 「〜た」で ぶんが おわったら、まるを つけよう。
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こたえ

はい、わかりました。

いいえ、ちがいます。

あめがふったので、かさをさした。

おなかがすいたので、パンをたべた。

よるになると、ほしがみえた。

ころんだけれど、なかなかった。

「はい」「いいえ」の あとや、「〜ので」「〜と」「〜けれど」の あとに てんを うつと よみ

やすく なります。

ヒント: こえに だして よんで、ひと いき つく ところに てんを うとう。
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こたえ

ゆいさんがげんきに「おはよう」といいました。

おかあさんがにこにこ「おかえり」といいました。

ぼくはおおきなこえで「ありがとう」といった。

せんせいがみんなに「すわりましょう」といいました。

いぬをみて「かわいいね」といった。

あねがげんかんで「いってきます」といった。

ヒント: 「〜と いいました」の まえの ことばが、はなした ことばだよ。
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